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 2005年3月20日午前10時53分頃，玄界灘を震源とする福岡県西方沖地震が発生した．この地震によって

福岡県西区の玄界島の多くの木造建物が大きな被害を受けた．近年，広域災害時の情報収集の手段として

リモートセンシング技術が幅広く利用されている．そこで，玄界島一帯を捉えた垂直航空写真と斜め航空

写真を用いて，建物一棟単位での被害判読を行った．垂直航空写真の目視による被害判読を行った結果と

現地調査によって得られたデータを比較すると，早期対応を目的とする概略の被害把握が精度よく可能と

なることが確認できた． 
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１．はじめに 
 
 2005年3月20日午前10時53分頃，福岡県西方沖

（北緯33.7度，東経130.2度）を震源とする地震が

発生した．気象庁によると，震源の深さは9km，マ

グニチュードは7.0と発表された1)．この地震により

福岡県の中央区，東区，前原市，佐賀県のみやき

町で震度６弱を観測したほか，九州北部を中心に，

九州地方から関東地方の一部にかけて震度1～5強
を観測した．また，一ヵ月後の4月20日にはこの地

震の余震域の中で最大となるマグニチュード5.8の
地震が発生した．5月12日現在での福岡市内の人的

被害の数は，死者1名，重傷者50名，軽傷者876名
に及んでいる2)．また，住家被害も数多く出た．と

くに，福岡市西区の玄界島では多くの建物が木造

であり，その半数以上が大きな被害を受けた． 
 近年，こういった大地震における被災地域の早

期把握手段として，リモートセンシングの利用に

関する研究が進んでおり，2004年10月に発生した

新潟県中越地震でも，多くの衛星画像や航空写真

が被災地域の情報収集のために活用された3)．地震

などによって広域災害が発生した直後には，以後

の対応を戦略的に決定するために，様々な事柄を

総覧的に把握できる情報が必要となるといわれて

いる3)．そういった初期対応のための情報源として

リモートセンシングは有効に活用できる．また，

災害後の復旧経過など，時間的な変化を把握する

のにも適しており，多岐にわたって利用されてい

る．災害の際に活用されるリモートセンシング技

術は，主として航空写真と衛星画像である．これ

らの特徴としては，航空写真は地上解像度が高く，

撮影地域のかなり詳細な状況まで知ることができ

る．しかし，一度に撮影できる範囲が狭い．また，

国や地域によっては経済的や軍事的理由により航

空機が飛ぶことが不可能で，航空写真を撮影でき

ない場合もある．一方，衛星画像は航空写真より

も地上解像度では劣っているが，ほぼ同一時刻に

広範囲を捉えることができ，地球上の大部分の地

域が観測可能である． 
 そこで，本研究では，地震発生の翌日に撮られ

た垂直航空写真を用いて玄界島の建物被害の目視

判読を行った．この結果を現地調査のものと比較

し，目視判読による被害把握の精度を検証した． 
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図-1 玄界島一帯を捉えた航空写真 

 

  

 
(a) 玄界小学校を捉えたIKONOS画像（左）と垂直航空

写真（右） 
 

  

 
(b) 家屋被害を捉えたIKONOS画像（左）と垂直航空写

真（右） 
 

図-2 IKONOS画像と垂直航空写真の比較 

 

 

２． 垂直航空写真を用いた目視判読と玄界島

での現地調査の概要 

 
(1)垂直航空写真を用いた建物被害の目視判読 

福岡県西方沖地震では，さまざまな航空写真が

撮影され，衛星画像も高解像度衛星の一つである

IKONOS衛星（地上解像度：1m）などによって観

 
 

図-3 木造建物の詳細破壊パターン 

(岡田・高井，1999）7)

 

 
 

図-4 垂直航空写真の一棟単位での目視被害判読結果 

 

表-1 垂直航空写真の目視被害判読結果 

 

 
 

測された．図-1に玄界島一帯をアジア航測（株）

が撮影した垂直航空写真（地上解像度：約17cm）

を示す．衛星画像と垂直航空写真の比較として，

図-2の(a)に玄界小学校，(b)に家屋被害を捉えた

IKONOS衛星画像と垂直航空写真を示す．これより

玄界島の家屋は小さく，IKONOS画像ではこの形状

を正確に識別するのが困難であることがわかる． 
図-1に示した垂直航空写真を用いて，被害の目

視判読を行った．これまでに航空写真や高解像度

衛星画像を用いた目視被害判読に関する研究はい

くつかなされている 4),5),6)．本研究の場合，玄界島

というある程度狭い範囲内での被害判読であるの

で，より解像度の高い航空写真を用いた． 
判読の際の被害判定の基準には，玄界島のほと

んどの建物が木造建物であるので，図-3に示す木

造建物の被害パターン7)を用いた．この被害パター

ンは被害区分が被害なしを表すD0から，建物のあ

る階層が消失するほどの破壊を表すD5までの6段階

に分類されている．しかし，垂直航空写真による

目視判読ではD0~D2までの軽微な被害を正確に判

読するのは難しいので，D0~D2を一つのランクと
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図-5 斜め航空写真 

 
表-2 現地写真と斜め航空写真を併用した建物被害の判

定結果 

 

 
 

表-3 福岡市による玄界島の戸建て系（木造・プレハ

ブ）の被災度調査結果 

 

 
 
し，D0~D2（無被害もしくは屋根瓦・壁面の剥

落），D3（柱・梁・壁の一部の構造的な破壊），

D4（内部空間の欠損），D5（崩壊）の4段階で判

読を行った．図-4と表-1に判読結果を示す．今回

の判読において要した時間は約4時間である． 
 
(2)玄界島の現地調査 

 著者らは4月24日と5月1日の2度にわたって，玄

界島の現地調査を行った．調査の主な目的は，建

物一棟単位での被害状況の現地写真を撮影し，同

時に各戸の玄関に貼ってある応急危険度判定の結

果も記録した．これらの調査結果と垂直航空写真

の目視判読結果を比較する． 

現地調査によって得られた写真を用いて被害判

定を行った．この際，現地写真だけでは確認でき

ない部分もあったので，図-5に示す航空機から撮

影された斜め写真（解像度：数cm）も同時に利用

して判定した．表-2に現地写真と斜め撮影航空写

真を併用した建物被害の判定結果を示す．垂直航

空写真での判読と比べ，より詳細な部分まで見る

ことができるので，D0とD1~D2を分けて5つのラン

クで判定した． 
福岡市による玄界島での戸建て系（木造・プレ

ハブ）の家屋被害の数を表-3に示す8)．兵庫県南部

地震などで実施された自治体ごとの建物被害調査

の方法は多少異なっており9)，D0~D5の判定基準と

自治体統計の全壊・半壊・一部損壊・無被害の判

定を正確に対応させることは困難である．しかし，

全壊と半壊の境界がD3の範囲内にあるものとし，

現地写真でD3と判定した建物の大半が全壊に含ま

れると考えると，現地写真での判読結果は福岡市

による被災度調査結果と比べ，大幅な誤差はない

と考えられる．よって，この現地写真での判定結

果を信頼性の高い結果と考えることにした．ただ

し，調査時の玄界島の状況は家屋の倒壊の激しい

ところや崖崩れなどが発生している場所などがあ

り，現地写真が撮影できなかった箇所もあるので，

判定棟数は垂直航空写真で判読した数と比べると，

若干少なくなっている． 
 
 
３． 垂直航空写真の目視判読結果と応急危険

度判定・現地調査結果の比較 
 

(1)目視判読結果と応急危険度判定の比較 

垂直航空写真による目視判読結果と応急危険度

判定 10)を比較した．応急危険度判定は「調査済

み」，「要注意」，「危険」の3段階に分類される．

結果を表-4に示す．D0~D2で半分以上が調査済み

（安全）だったのに対し，D3では半分以上が危険

であった．今回の玄界島の垂直航空写真の目視判

読では，D3以上の判定だと危険家屋と判断してよ

いと考えられる．しかし，D0~D3までの比較では

かなりのばらつきがあるので，今後より詳細な検

討が必要である． 
 

(2)目視判読結果と現地写真の比較 

垂直航空写真の目視判読結果と現地写真による

被害判定結果との比較を表-5に示す．垂直写真の

目視判読で被害ランクの低い（D0~D2）建物と分

類された建物は，現地調査と整合がよい．この要

因としては垂直航空写真の地上解像度が高いこと

と，玄界島の家屋被害は屋根部分に集中していた

ことがあげられる．これまで，高解像度衛星画像

による被害の目視判読では軽微な被害の建物の判

読は難しいとされてきたが，衛星画像よりも地上

解像度が高い航空写真を利用することで，判読精

度が向上している．また，垂直写真を用いた目視

判読の際，誤判読の原因の1つとなるのが，屋根部

分より下の壁や構造体の被害がわかりづらいこと

である．しかし，現地調査によると，玄界島の場

合，屋根部分にあまり被害を受けていない建物の

多くが，壁や構造体にもあまり被害を受けていな

かった．このような傾向があったため，被害ラン

クが低いと目視判読された建物に関しては現地調

査との整合が高くなったと考えられる． 
垂直写真でD3と目視判読された建物の多くが，

現地調査でD1~D2あるいはD4に分類されている． 
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表-4 垂直航空写真の目視判読と応急危険度判定の比較 今回は玄界島というある程度限られた地域での

被害把握であったため，比較的短時間で目視判読

ができた．もし，玄界島と同じような環境の地域

で災害が発生した場合，早期に航空写真の入手が

可能ならば，初期対応のための必要な情報源とし

て十分に利用できると考えられる． 

 

 

今後，災害の際の情報収集の手段として，航空

写真や衛星画像がいっそう活用されるであろう．

リモートセンシング技術を用いた被害把握につい

ては，判読精度や自動判読法などのより詳細な検

討を行うことが重要である． 

 
表-5 垂直航空写真の目視判読と現地写真による判定結

果の比較 
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